
 

 

 
命を守るために（小学校高学年）：目標構造図 

 

（凡例）①感動（１次）：「①」は指導の順路、「感動」は指導の観点が「感動の体験」、「（1次）」は学習活動が「1次」であることを示す。

自分の中にある様々

な感情に気づく 

学級に存在するいじ

めやトラブルに目を

向ける 

自己発見の体験をす

る 

①感動（１次）自分

の怒りや悲しみが引

き起こす自分の行動

に気づく 

④想像（１次）いじ

めであることを見抜

き、いじめが命をお

びやかすものである

ことに気づく 

⑦感性（２次）人と

のよい関係を築くた

めには、他者を思い

やる気持ちが大切で

あることを感じる 

②感動（１次）いじ

めとけんか等の行為

の違いに気づく 

⑤感動（２次）いろ

いろな場面を体験す

ることにより、様々

な感じ方や見方がで

きることに気づく 

⑧想像（２次）自分

も他者も尊重した自

己表現ができるよう

になる 

③感性（２次）怒り

に任せず、冷静にな

るように、気持ちを

コントロールするこ

との大切さを感じる 

⑥想像（２次）自分

の話し方が人からど

のように受けとめら

れているか想像する

ことができる 

自分も他者も共

にかけがえのな

い存在であるこ

とを実感し、い

じめの抑止に積

極的に取り組も

うとする 

人と人とがつな

がる喜びを感

じ、そうした思

いがいじめや暴

力に立ち向かう

力となることを

実感する 

自他共にかけ

がえのない存

在であること

に気づき、自他

の命を大切に

していこうと

する姿勢を身

につける 

基礎目標 中核目標 前提目標 


